




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それで もし 誰かが キリストの中に
新しい クティシスが
一行目には動詞「ある」を補うべきですから，「それで，もし誰かがキ
リストの中にあれば，新しいクティシスが」の意味になります。クティ
シスは二つの意味で使われ，一つは「創造という行為」であり，もうひ
とつは「創造の結果としての被造物」です。新共同訳は後者の意味にと
りました。しかし，前者の意味も可能だと思います。「キリストの中に」
という前置詞句はパウロが好んで使う言葉で，キリストとの深い関わり
を表します。
神が新しいクティシスを起し，私たちは新しいクティシスになってい
るのだから，「肉」というあり方，つまり自然のままの人間として行動す
ることはもはやありえない，とパウロは説いています。「古いもの」とは
「肉」というあり方を指し，「新しいもの」とは「新しいクティシス」と
しての生き方を指します。
18節になると，「神は，キリストを通してわたしたちを御自分と和解さ
せ」というように，「和解」という言葉を使っています。神と人間との関
係は，和解を必要とするような対立関係の中にあったけれども，神が人
間に和解を申し出たというのです。人間同士の場合では，悪いことをし
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た者が和解を願い出るのが普通ですが，神と人間の間では，神が和解を
申し出ました。罪を犯して神から背いている人間が自力で神と和解する
ことはできないからです。神からの決定的な介入がないかぎり，神との
和解は不可能なのです。決定的な介入はキリストの出来事として起され
ますから，その出来事を宣べ伝える人が必要になり，「また，和解のため
に奉仕する任務をわたしたちにお授けになりました」と続けています。
イザヤ44章でも，立ち帰ってもいないイスラエルの罪を神が一方的に
吹き払っていました。人間が自力で神と和解することはできないから，
神からの決定的な介入が必要だという考え方は旧約聖書にすでにある考
え方です。
19節に「つまり，神はキリストによって世を御自分と和解させ，人々
の罪の責任を問うことなく，和解の言葉をわたしたちにゆだねられたの
です」とありますが，ここでの「和解の言葉」とは，十字架上のイエス・
キリストを指していると思われます。イエス・キリストは，神がわれわ
れに語りかけた和解の言葉であり，その和解の言葉を宣べ伝える任務を
担う者が必要になります。
20節では「ですから，神がわたしたちを通して勧めておられるので，
わたしたちはキリストの使者の務めを果たしています」と述べた後に，
「キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきなさい」と
書いています。パウロは，神と和解させていただきなさい，と私たちに
呼びかけていますが，そのパウロの背後には，和解の言葉であるキリス
トがいて，さらにその背後には，世と和解しようとした神がいるのです
から，パウロの背後のキリスト，キリストの背後の神，その三者が一つ
になって，神と和解させていただきなさい，と呼びかけているというこ
とです。
21節では，「罪と何のかかわりもない方」，つまりイエス・キリストを
「神はわたしたちのために罪となさいました。わたしたちはその方によっ
て神の義を得ることができたのです」と述べていますから，パウロは，
神の前に正しいものとされる道は，自分の努力ではなく，この和解の言
葉を受け入れることにある，と主張しているのだと思います。
和解は神から始まり，そこで主要な働きをするのも神だと言えます。
イザヤ44章にしても，あるいはコリントの信徒への手紙쒀の５章にして
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も，神の側のはたらきかけを受け取ることが，人間が新たにされ，正し
い者とされる唯一の道だ，と述べています。しかし，20節に「キリスト
に代わってお願いします。神と和解させていただきなさい」とあるよう
に，人間の側の積極的な参与も必要です。神が差し出した和解を積極的
に取り入れるとき，神の業は効果を発揮するのだと思います。
アブラムが貧しいときにも，また豊かなときにも，問題を抱えたよう
に，私たちも常に解決すべき課題に直面しています。ですから，私たち
にとって緊急の課題は「何において自分を確かにさせるか」という問に
答えることです。しかし，弟子たちがそうであったように，私たちの心
も二つに分かれてしまい，疑いを持つこともしばしばです。聖書が認め
ない疑いは信仰の全否定につながるような疑いです。そうでない疑いで
あれば，許容されています。神の愛を信じ切れない私たちはたしかに罪
びとですが，このような私たちに神は「私のもとに立ち帰りなさい」と
呼びかけ，さらにイエスを遣わして無償の赦しを与え，「和解」を成し遂
げました。
（付記：本稿は2013年７月13日に行われた藤女子大学キリスト教文化
研究所主催の公開講演を文章化したものです。）
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